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研究要旨：平成13，14年度小児慢性特定疾患治療研究事業に関して、厚生労働省に、平成15年ll月

中旬までに電子データによる事業報告があった医療意見書の内容を集計・解析した。13年度は全国

87カ所の実施主体のうち82カ所から、また、14年度は全国89カ所のうち59カ所から事業報告があっ

た。13年度に日本全国で1,000人以上登録された疾患は、都道府県単独事業も含めて多い順に、成長ホ

ルモン分泌不全性低身長症11,753人、気管支喘息*9,448人、白血病6,288人、甲状腺機能低下症5,366人、

脳（脊髄）腫瘍3,530人、1型糖尿病3,445人、ネフローゼ症候群*3,093人、甲状腺機能冗進症2,980人、

川崎病*2,623人(冠動脈瘤・拡張症・狭窄症を含めると3,393人)、神経芽細胞腫2,594人、血管性紫斑病

2,419人、慢性糸球体腎炎*2,147人、思春期早発症2,051人、若年性関節リウマチ1,934人、先天性胆

道閉鎖症1,839人、心室中隔欠損症*1,559人、悪性リンパ腫1,328人、血友病A1,209人、慢性間質性腎

炎*1,127人、水腎症*1,049人、ターナー症候群1,046人、2型糖尿病1,009人であった(*を記した疾患

は、1か月以上の入院が対象であるため、登録人数は実人数より少ない）。14年度に報告された非同意

者の割合は、14カ所の平均が0.2%、3カ所の平均がll.2%、17カ所全体として平均2.6%であった。

見出し語：小児慢性特定疾患、小児の難病、医療意見書、全国の登録管理、コンピュータ集計解析

A・研究目的

小児慢性特定疾患治療研究事業（以下、小慢

事業）は、平成10年度以降、医療意見書')を申

請書に添付させ、診断基準を明確にして小児慢

性特定疾患（以下、小慢疾患）対象者を選定す

る方式に、全国的に統一されている。小慢事業

の全国的な登録状況に関して、昨年度は、10~

13年度の集計・解析を行った2)。今年度は､13、
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料の流出や外部からの改ざんを防止し、またコ

ンピュータウィルスに感染しないように、イン

ターネット等に接続していない専用のコンピュ

ータで解析した。

10年度、ll年度、12年度小慢事業の資料は、

すべての実施主体からの事業報告であり、全国

延べ各々 106,790人分、ll5,893人分、120,652

人分であった2)。

13年度は、全国87カ所(13年度は横須賀市が

追加）の実施主体のうち82カ所（神奈川県、兵

庫県、千葉市、京都市、熊本市を除く実施主

体）から事業報告があった。新規・継続合わせ

て、延べ109,610人（成長ホルモン治療用意見

書提出例9,350人は重複して算出）分であった。

14年度は、全国89カ所(14年度は奈良市、倉

敷市が追加）の実施主体のうち59カ所（岩手県、

山形県、茨城県、群馬県、千葉県、神奈川県、

山梨県、岐阜県、静岡県、京都府、奈良県、烏

取県、島根県、広島県、徳島県、愛媛県、佐賀

県、熊本県、宮崎県、沖縄県、京都市、大阪市、

14年度の全般的な状況をまとめた。

小慢疾患の疫学的解析を行い、国や地方自治

体、そして小慢疾患を診療、研究する医療関係

者、また患児家族に、その情報を提供すること

を目的とした。

B.研究方法

小慢事業に関して、実施主体である都道府県

･指定都市・中核市から厚生労働省に、平成15

年ll月中旬までにコンピュータソフト（電子デ

ータ）による事業報告があった医療意見書の内

容を集計・解析した。

解析の際は以下の3点に配慮した。①治療研

究事業として研究の資料にすることへの同意を

患児（保護者）から得た。②集計内容には、自

動計算された患児の発病年月齢や診断時（意見

書記載時）の年月齢は含まれているが、プライ

バシー保護のため、患児の氏名や生年月日、ま

た意見書記載年月日等は自動的に削除されてい

る電子データを使用・解析した。③外部への資

表O、平成13,14年度の疾患群別登録人数と疾患名不明人数、及び14年度の同意・非同意人数

注1）同意・非同意の人数は、青森県、富山県、和歌山県、岡山県、山口県、香川県、高知県、

長崎県、大分県、仙台市、川崎市、北九州市、金沢市、浜松市、福山市、長崎市、熊本市、

17カ所の実施主体の人数

注2）括弧内の数値は、川崎市、浜松市、福山市、3カ所の実施主体の人数
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年度 平成13年度 平成14年度

疾患群

疾患群別疾患名が

登録人数不明な人数

疾患群別疾患名が 同意の有無注'）

登録人数不明な人数有(注2）：無(注2）
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広島市、富山市、長野市、静岡市、姫路市、奈

良市、倉敷市、宮崎市を除く実施主体）から事

業報告があった。新規・継続合わせて、延べ

81,843人（成長ホルモン治療用意見書提出例

7,040人は重複して算出）分であった。

上記の合計は、延べ534,788人分であった。

このうち、l3，14年度の各疾患群ごとの全般的

な登録状況、及び13年度の各疾患の頻度を明ら

かにした。

C・結果と考察

1，疾患群別登録人数と疾患名不明人数、及び

同意・非同意人数

平成13，14年度の疾患群別登録人数と、疾患

名が不明な人数、及び14年度の同意・非同意の

人数を表0に示す。

13年度の電子データは、厚生労働省や各実施

主体の担当者の努力にもかかわらず、全実施主

体からの報告は集まらず、また、コンピュータ

ミスが増加していた。従来から使用していた小

慢疾患の登録用ソフトが、｜日式のコンピュータ

にのみ対応していたためと考えられる。

①未報告の実施主体現在一般に使用されて

いるWindowsXPやWindows2000等に対応し

た「小児慢性特定疾患の登録・管理システム」

の入出力ソフト（以下、新ソフト）は、15年6

月に厚生労働省から実施主体に配布された。配

布されるまで待っているうちに担当者が異動に

なったり、資料の所在が不明になったりしたた

め、一部の実施主体から報告が集まらなかった

と考えられる。

②コンピューターミス13年度のコンピュー

タミスは､特定の実施主体に目立って多かった。

14年度の報告割合は、59/89=66.3%であった

が、コンピュータミスは大幅に減少していた。

新ソフトの使用が増えれば、今後は、以前より

正確なデータが得られると期待される。

③非同意者新ソフトは、疾患群ごとの非同

意者数、及び医療意見書を記載した医療機関名

と診療科名を中央に報告する仕様になっている。

新ソフトを使用した実施主体は、平成13年度

の資料が2／82カ所、14年度は17/59カ所であ

った。表Oによれば、非同意者の割合は、全体

的には370/14257=2.6%であった。

青森県から平成15年ll月中旬までに届いた電

子データでは、非同意者の割合が特に高かった。

そこで青森県の担当者に電話で問い合わせたと

ころ、「新規申請時にはほとんど同意書を得て

いる。しかし、継続申請時には必ずしも同意書

を得ていないため、結果として非同意者数が多

くなった可能性が高い。今後は継続申請時にも

同意を得るようにします。」との説明があった。

そして、その後、修正された電子データが厚生

労働省に送られてきた。表0は、修正後のデー

タである。

非同意者は、川崎市、浜松市、福山市に比較

的多く、これらの実施主体での割合は、343／

3055=ll.2%であった。その他14カ所の実施主

体の非同意者は、各疾患群ともほとんど0～1人

であり、その割合は27/11202=0.2%であった。

後者の場合の同意は、申請書と同意書が同一の

書類であったり、同意を前提にした小慢事業へ

の申請であった可能性が考えられる。

疾患群別の非同意者数を把握することは、患

児数のより正確な把握を可能にするだけでなく、

現場の状況を以前より把握できるようになるの

で、今後の小慢事業の改善につなげられると考

えられる。

2，平成13年度の疾患別登録人数

平成13年度lO疾患群ごとの医療意見書と成長

ホルモン治療用意見書に関する集計解析結果を、

表1～表11に示す。これらの結果は、情報公

開の原則に基づき、個人情報保護に配慮した上、

国立成育医療センター研究所や日本子ども家庭

総合研究所のホームページ等で公開する予定で

ある。

1）悪性新生物

平成13年度の「悪性新生物」に関する集計結

果を表1に示す。5カ所の実施主体から報告が

なかったにもかかわらず、登録人数は18,654人

であり、ll年度の18,169人、12年度の19,253人

とほぼ同様であった2)。各疾患ごとの登録人数

も大きな差はみられなかった。

登録人数が多い順に、白血病33.8％、脳(脊

髄)腫瘍18.9%、神経芽細胞腫13.9%、悪性リ

ンパ腫7.1%、網膜芽細胞腫5.0%であり、これ

らの5疾患で悪性新生物の78.7％を占めていた。

表1，悪性新生物(H13年度症例）

MalignantNeoplasms
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肝臓の悪性腫瘍C22.9等

肝細胞癌(再掲)C22.0

肝芽(細胞)腫(再掲)C22.2

肝肉腫(再掲)C22.4

胆管癌C24.0

膵臓の悪性腫瘍C25.9等

膵島細胞癌(再掲)C25.4

肺癌C34.9

悪 性胸腺腫C37

縦隔悪性腫瘍C38.3

悪性骨腫瘍C41.9等

（以下、再掲）

骨 肉 腫 C 4 1 . 9 A

Ewing腫瘍C41.9B

軟骨肉腫C41.9C

悪性骨巨細胞腫C41.9D

脊 索 腫 C 4 1 . 9 E

悪性黒色腫C43.9

基底細胞癌C44.9B

悪性神経鞘腫C47.9

癌性腹膜炎C48

結合組織・軟部組織の悪性腫瘍

（以下、再掲)C49.9等

横紋筋肉腫C49.9A

細網(細胞)肉腫C49.9B

脂肪肉腫C49.9C

悪性血管内皮腫C49.9D

悪性線維性組織球腫C49.9E

滑膜肉腫C49.9F

線維肉腫C49.9G

平滑筋肉腫C49.9H

腺筋肉腫C49.91

悪性間葉腫C49.9J

卵巣悪性腫瘍C56C等

（以下、再掲）

未分化胚細胞腫C56A

男女性胚細胞腫C56B

絨毛上皮腫C58

陰茎(嚢)悪性腫瘍C60.9

前立腺悪性腫瘍C61

睾丸悪性腫瘍C62.9C等

（以下、再掲）

未分化胚細胞腫C62.9A

男女性胚細胞腫C62.9B

腎臓の悪性腫瘍C64D等

Wilms腫瘍(再掲)C64A
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（合計l8,654人）、（新規診断2,932人、

継続15,347人、転入l29人、無記入246人）

(男子lO,219人、女子8,257人、無記入l78人）

（国の小慢事業18,647人、県単独事業7人）

北海道(旭川市を含む)602人、青森県252人、

岩手県271人、宮城県283人、秋田県l69人、

山形県260人、福島県272人、茨城県ll5人、

栃木県238人、群馬県315人、埼玉県1079人、

千葉県347人、東京都1448人、神奈ﾅﾄﾄ県、

新潟県403人、富山県139人、石川県24人、

福井県140人、山梨県149人、長野県332人、

岐阜県200人、静岡県278人、愛知県672人、

三重県322人、滋賀県234人、京都府256人、

大阪府902人、薙県、奈良県245人、

和歌山県82人、鳥取県104人、島根県54人、

岡山県l75人、広島県488人、山口県209人、

徳島県123人、香川県ll5人、

愛媛県(松山市を含む)261人、高知県80人、

福岡県658人、佐賀県188人、長崎県181人、

熊本県l87人、大分県102人、宮崎県156人、

鹿児島県60人、沖縄県232人、

札幌市391人、仙台市437人、千葉市、

横浜市880人、川崎市170人、名古屋市264人、

京都市、大阪市320人、神戸市282人、

広島市214人、北九州市164人、福岡市265人、

秋田市79人、郡山市77人、宇都宮市49人、

新潟市ll9人、富山市43人、金沢市78人、

岐阜市55人、静岡市76人、浜松市76人、

豊田市56人、堺市143人、姫路市80人、

和歌山市55人、岡山市140人、福山市106人、

高知市68人、長崎市73人、熊未帝、

大分市72人、宮崎市59人、鹿児島市108人、

いわき市35人、長野市59人、豊橋市44人、

高松市50人、横須賀市65人、

計82都道府県市の集計結果
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Cl0．9

Cl1.9

Cl5.9

Cl6．9

Cl8.9

C20
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１
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０
１
０

●
●
◆
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
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腎細胞癌(再掲)C64B250.l

膀胱肉腫C67.950．0

網膜芽細胞腫等C69.29655.2

網膜芽細胞腫(再掲)C69.2A9425.0

網膜膠腫(再掲)C69.2810．0

甲状腺癌C73950.5

G rawitz腫瘍C7420.0

悪性褐色細胞腫C74.140． 0

神経芽細胞腫C74.9259413.9

（ﾏｽｽｸﾘーﾆﾝｸ゙で発見:1132人、

その他で発見：633人、この内ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙

受検有:351人、受検無:215人、

不明：829人）

卵 黄嚢癌C76.3All20.6

仙尾部悪性奇形腫C76.3B230.1

骨盤内悪性腫瘍C76.3C50.0

悪性リンパ腫C85.9B等13287．1

（以下、再掲）

非ホジキンリンパ腫C85.9A1080.6

ホジキン病C81.91350.7

骨細網肉腫C83.3A30.0

組織球型細網肉腫C83.3B40.0

バーキットリンパ腫C83.7210.l

セザリー肉 芽腫C84.120.0

T細胞リンパ腫C84.530.0

リンパ肉腫C 85.0120.1

多発性骨髄腫C90.0120. 1

形質細胞腫C90.220．0

白血病(以下、再掲)C95.9A等628833.8

急性リンパ性白血病C91.0424522.8

(FAB分類,Ll:2275人,L2:483人，

L3:35人，無記入:1452人）

慢性リンパ性白血病C91.110.0

白血病性細網内皮症C91.41260．7

急性骨髄性白血病C92.09535．1

(FAB分類,MO:20人,M1:87人,M2:253人，

M3:54人,M4:94人,M5:71人,M6:6人，

M7:79人，無記入:289人）

慢性骨髄性白血病C92.11670．9

緑色腫C9 2 . 3 2 0 .0

急性前骨髄球性白血病C92.4410.2

(FAB分類,M3:21人，無記入他:20人）

急性骨髄単球性白血病C92.5150.1

(FAB分類,M4:8人，無記入他:7人）

好酸球性白 血病C92.710.0

骨髄性白血病C92.9270． 1

(FAB分類,Ml:1人,M2:2人,M3:1人，

M4:1人,M7:3人，無記入:19人）

急性単球性白血病C93.0540．3

(FAB分類,M5:31人，無記入他:23人）

赤白血病C94.020.0

急性非リンパ性白血病C95.OA520.3

(FAB分類,Ml:2人,M2:4人,M3:1人，

M4:4人,M5:3人,M6:l人,M7:2人，

無記入:35人）

急性巨核芽球性白血病C95.0B270．1

(FAB分類,M7:16人，無記入:11人）

急性白血病C95.OC3111.7

(FAB分類,Ll:95人,L2:ll人,L3:4人，

MO:1人,Ml:3人,M2:9人,M3:6人，

M4:3人,M5:9人,M6:1人,M7:5人，

無記入:164人）

中枢神経白血病C95.9BIO．0

先天性白血病C95.9C30．0

骨髄異形成症候群(前白血病状態）

D46．990.0

家族性赤血球貧食性細網症C96.030．0
９
３
５
２
１１

０
０
６
０

●
●
●
●

０
０
０
０

悪性組織球症C96.1

ﾘﾝﾊ゚ 網内系(悪性)腫瘍C96.9

脳(脊髄)腫瘍

（以下、再掲)D43.2E等

脳室上衣腫C71.5

小脳星細胞腫C71.6

神経膠腫C71.9A

神経膠芽細胞腫C71.9B

神経星細胞腫C71.9D

髄上皮腫C71.9E

神経上皮腫C71.9F

髄芽(細胞)腫C71.9G

視神経膠腫C72.3

クモ膜襄腫D32.0

髄膜腫D32.9A

ﾄﾙｺ鞍部髄膜腫D32.9B

脈絡叢乳頭腫D33.0

小脳血管芽(細胞)腫D33.1

下垂体腺腫D35.2

奇形腫D36.9

テント上腫瘍D43.0

テント下腫瘍D43.1

橋腫瘍D43.lA

小脳腫瘍D43.lB

第4脳室腫瘍D43.lC
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表2，慢性腎疾患(H13年度症例）

ChronicRenalDiseases

脳幹部腫瘍D43.1E

視床腫 瘍 D 43.2A

視交叉部腫瘍D43.2B

視床下部腫瘍D43.2C

硬膜外腫瘍D43.2D

聴神経腫瘍D43.3

脊髄腫瘍D43.4

頭蓋咽頭腫D44.4

松果 体腫D44.5

頭蓋内腫瘍D48.9

クモ膜嚢胞G93.0

神経鞘腫D36.1A

神経節細胞腫D36.1B

悪性カルチノイドC80B

組織型不明の悪性腫瘍C80C

組織型不明の芽腫C80D

組織 型不明の癌C80E

組織型不明の肉腫C80F

69

8

1

20

1

3

l41

216

178

25

54

36

16

1

431

91

lOl

93

４
０
０
１
０
０
８
２
０
１
３
２
１
０
３
５
５
５

●
■
●
Ｇ
●
●
●
●
●
○
＄
●
●
●
●
●
●
。

０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
２
０
０
０

（合計lO,096人）、（新規診断2,687人、

継続7,226人、転入31人、無記入l52人）

（男子5,702人、女子4,319人、無記入75人）

(国の小慢事業7,757人、県単独事業2,339人）

北海道(旭川市を含む)207人、青森県78人、

岩手県45人、宮城県30人、秋田県52人、

山形県26人、福島県46人、茨城県108人、

栃木県14人、群馬県123人、埼玉県1714人、

千葉県l4人、東京都255人、神奈ﾅH県、

新潟県177人、富山県84人、石ﾅH弓県、

福井県32人、山梨県15人、長野県57人、

岐阜県22人、静岡県64人、愛知県1238人、

三重県96人、滋賀県261人、京都府309人、

大阪府536人、…、奈良県67人、

和歌山県17人、鳥取県4人、島根県14人、

岡山県45人、広島県1259人、山口県59人、

徳島県27人、香川県27人、

愛媛県(松山市を含む)42人、高知県100人、

福岡県58人、佐賀県26人、長崎県49人、

熊本県33人、大分県32人、宮崎県54人、

鹿児島県40人、沖縄県62人、

札幌市96人、仙台市73人、、千葉市、

横浜市17人、川崎市15人、名古屋市638人、

京都市、大阪市40人、神戸市36人、

広島市27人、北九州市23人、福岡市47人、

秋田市25人、郡山市8人、宇都宮市62人、

新潟市29人、富山市24人、金沢市169人、

岐阜市5人、静岡市6人、浜松市10人、

豊田市94人、堺市550人、姫路市10人、

和歌山市3人、岡山市27人、福山市162人、

高知市90人、長崎市20人、熊本市、

大分市16人、宮崎市7人、鹿児島市19人、

いわき市8人、長野市3人、豊橋市104人、

高松市13人、横須賀市2人、

計81都道府県市の集計結果

睾丸腫瘍D40.14

（本来は内分泌疾患に分類）

悪性貧血D51.01

ﾋｽﾁ洲ｲﾄｰｼｽXD76.01

（本来は血友病等血液疾患に分類）

副腎腫瘍D44.ll

ﾚｯｸﾘﾝｸﾞﾊｳｾﾞﾝ病Q85.01

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）254
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０
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０
０

０
０

●
●

０
０

l.4

2）慢性腎疾患

平成13年度の「慢性腎疾患」平成13年度の「慢性腎疾患」に関する集計結

果を表2に示す。登録人数は10,096人であり、

lO年度の9,796人、ll年度の10,243人、12年度

の10,265人とほぼ同様であった2)o

登録人数順に、ネフローゼ症候群30.6％、慢

性糸球体腎炎21.3%、慢性間質性腎炎ll.2%、

水腎症lO.4%、紫斑病性腎炎8.4%、IgA腎症

5.8％であった。12年度と比較して、継続症例、

都道府県単独事業（以下、県単、lか月以上の

入院のみでなく通院も小慢事業の対象とする県

単が多い）症例が若干増えたためか、ネフロー

ゼ症候群と慢性糸球体腎炎が若干減少し、慢性

間質性腎炎が若干増加していた。しかし、その

他各疾患ごとの登録人数に大きな差はみられな

かった。

疾患名ICD10人数(人)%

Goodpasture症候群M31.020.0

急速進行性糸球体腎炎NOl.970．1

慢性腎炎症候群(以下、再掲）223722．2

慢性糸球体腎炎NO3.9214721．3

慢性増殖性糸球体腎炎NO3.8350.3
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遷延性糸球体腎炎NO5．8

ネフローゼ症候群NO4等

（以下、再掲）

微小変化型NO4．0

先天性NO4.9B

二 次 性 NO4．9C

遺伝性腎炎NO7．9等

Alport症候群(再掲)Q87.8B

二次性腎炎

IgA腎症(再掲)NO2.8A

IgM腎症(再掲)NO2.8B

紫斑病性腎炎(再掲)D69.0B

HB腎症B l 8 . l

メサンギウム増殖性腎炎

NO5.3

びまん性(再掲)NO5.3A

巣状(再掲)NO5.3B

巣状分節性糸球体硬化症

NO5．1A

巣状糸球体腎炎NO5.1B

膜性増殖性糸球体腎炎NO5.5

膜性腎症NO5.2

先天性腎奇形(以下、再掲）

多発性嚢胞腎Q61.3

腎嚢胞Q61.0

異形成腎Q61.4

腎低形成Q 6 0 . 5 A

腎無形成Q60.2

家族性若年性ﾈﾌﾛﾝろうN25.8D

尿路の奇形等Q62.8

腎の奇形等Q63.9

慢性間質性腎炎Nll．9

問質性腎炎 N12

腎周囲膿瘍N1 5 ． 1

閉塞性腎症(以下、再掲）

水腎症N13．3

水尿管症N13．4

巨大水尿管症Q62.2

尿路閉塞性腎機能障害Nll.1

腎尿路結石症N20.9等

腎結石(再掲)N20.0

腎血管障害(以下、再掲）

腎動脈血栓(塞栓)N28.0

腎動脈狭窄I70.1

慢性腎不全N18.9

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:10人、継続申請

萎縮腎N26

腎性くる病N25.0

高尿酸血性腎症E79.0

19人）
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０

１

腎性尿崩症N25.l1

（本来は内分泌疾患に分類）

腎尿細管性ｱｼﾄﾞｰｼｽN25.82

（本来は先天性代謝異常に分類）

膀胱尿管逆流性腎障害N13.72

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等)114

0．0

0．0

0．0

1．1

3）ぜんそく

平成13年度の「ぜんそく」に関する集計結果

を表3に示す。登録人数は、県単の増加に伴っ

て、lO年度8,396人、ll年度8,924人、12年度

ll,934人と増加していた2)。しかし13年度は、

県単の増加にもかかわらず、9,489人と減少に

転じていた。

アレルギー疾患患児は増加しているにもかか

わらず、気管支喘息は、治療法の改善に伴い、

lか月以上の入院を必要とする症例が減少傾向

にあることを示していると考えられる。
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表3、ぜんそく(H13年度症例）

Asthma

（合計9,489人）、（新規診断4,056人、

継続5,184人、転入31人、無記入218人）

（男子5,634人、女子3,690人、無記入165人）

(国の小慢事業5,025人、県単独事業4,464人）

北海道(旭川市を含む)17人、青森県15人、

岩手県19人、宮城県16人、秋田県17人、

山形県18人、福島県43人、茨城県3441人、

栃木県2人、群馬県191人、埼玉県1048人、

千葉県27人、東京都8人、神奈叶県、

新潟県151人、富山県77人、石ﾅｲ+県、

福井県3人、山梨県0人、長野県16人、

岐阜県5人、静岡県20人、愛知県199人、

三重県31人、滋賀県85人、京都府1439人、

大阪府865人、兵庫県、奈良県ll人、

和歌山県3人、鳥取県1人、島根県4人、

岡山県12人、広島県11人、山口県16人、

徳島県0人、香川県3人、
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（男子4,495人、女子3,767人、無記入100人）

(国の小慢事業6,073人、県単独事業2,289人）

愛媛県(松山市を含む)16人、高知県1人、

福岡県42人、佐賀県23人、長崎県12人、

熊本県27人、大分県20人、宮崎県41人、

鹿児島県17人、沖縄県37人、

札幌市23人、仙台市13人、千葉市、

横浜市17人、川崎市3人、名古屋市144人、

宗都市、大阪市23人、神戸市2人、

広島市2人、北九州市15人、福岡市23人、

秋田市0人、郡山市13人、宇都宮市370人、

新潟市27人、富山市16人、金沢市554人、

岐阜市1人、静岡市2人、浜松市8人、

豊田市40人、堺市67人、姫路市3人、

和歌山市0人、岡山市5人、福山市2人、

高知市0人、長崎市12人、熊未市、

大分市9人、宮崎市12人、鹿児島市13人、

いわき市2人、長野市0人、豊橋市11人、

高松市53人、横須賀市2人、

計81都道府県市の集計結果

北海道(旭川市を含む)204人、青森県130人、

岩手県50人、宮城県10人、秋田県34人、

山形県21人、福島県94人、茨城県319人、

栃木県23人、群馬県223人、埼玉県1217人、

千葉県61人、東京都523人、神奈ﾅ+卜県、

新潟県198人、富山県87人、石州-県、

福井県19人、山梨県24人、長野県37人、

岐阜県11人、静岡県56人、愛知県70人、

三重県36人、滋賀県1066人、宗笥計仔、

夫阪府、兵庵県、奈良県186人、

和歌山県14人、鳥取県19人、島根県7人、

岡山県54人、広島県1845人、山口県44人、

徳島県12人、香川県5人、

愛媛県(松山市を含む)13人、高知県4人、

福岡県37人、佐賀県7人、長崎県7人、

熊本県5人、大分県12人、宮崎県14人、

鹿児島県38人、沖縄県88人、

札幌市105人、仙台市11人、千号蕊市、

横浜市21人、川崎市18人、名古屋市25人、

京都市、大阪市33人、神戸市25人、

広島市19人、北九州市25人、福岡市12人、

秋田市2人、郡山市18人、宇都宮市174人、

新潟市36人、富山市24人、金沢市301人、

岐阜市4人、静岡市8人、浜松市3人、

豊田市10人、堺市0、姫路市8人、

和歌山市6人、岡山市15人、福山市458人、

高知市4人、長崎市2人、熊未市、

大分市11人、宮崎市8人、鹿児島市27人、

いわき市14人、長野市4人、豊橋市3人、

高松市3人、横須賀市1人、

計79都道府県市の集計結果

人数(人）％

430． 5

50．1

940099．1

290．3

20．0

100.l

疾患名ICD10

気管支喘息J45.0

気管 支 喘 息 J45.1

気管支喘息J 45.9

気管 支拡張症J47

先天性気管支拡張症Q33.4

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

4）慢性心疾患

平成13年度の「慢性心疾患」に関する集計結

果を表4に示す。登録人数は、10年度15,333人、

ll年度ll,717人、12年度12,096人から2)、13年

度は、8,362人と大幅に減少した。12年度と比

較して、継続症例が6,835人から4,540人に減少

したことが大きな要因であり、必要がなければ

lか月以上の入院を避ける傾向が強まったこと

を示していると考えられる。

13年度の各疾患の登録人数は、川崎病と冠動

脈瘤と冠動脈拡張・狭窄症28.9％、心室中隔欠

損症18.6%、心房中隔欠損症7.0%、Fallot四

徴症5.7％、肺動脈狭窄症4.1%、動脈管開存症

3.0％の順であり、12年度とほぼ同様であった。

疾患名ICD10人数(人）

心筋症

心筋症(以下、再掲)142.9等1l3

特発性拡張型心筋症142.03

（特定疾患対象）

（特発性)肥大型閉塞性心筋症

142.l1

（特発性)肥大型心筋症142.258

心内膜線維弾性症142.410

特発性拘束型心筋症142.53

拡張相肥大型心筋症142.9F3

％

1.4

0．0

０
７
１
０
０

ゆ
●
●
●
●

０
０
０
０
０

表4，慢性心疾患(H13年度症例）

ChronicHeartDiseases

（合計8,362人）、（新規診断3,544人、

継続4,540人、転入27人、無記入251人）
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大動脈肺動脈中隔欠損症

Q21.4

冠動脈異常Q24.5等

（以下、再掲）

左冠動脈肺動脈起始症Q24.5A

両冠動脈肺動脈起始症Q24.5C

冠動静脈瘻Q24.5D

冠動脈瘻Q24.5E

大動脈奇形(以下、再掲)Q25.4等

血管輪Q25.4C

大動脈瘤Q25.4E

重複大動脈弓Q25.4F

大動脈･左室トンネルQ25.41

肺静脈還流異常Q26.4

部分的肺静脈還流異常症

Q26.3

ｼﾐﾀｰ症候群Q26.8C

総肺静脈還流異常症Q26.2

三心房心Q24.2

三尖弁閉鎖症Q22.4

三尖弁狭窄症Q22.4B

ｴﾌﾞｽﾀｲﾝ奇形Q22.5

右心室低形成症Q22.6

三尖弁閉鎖不全IO7.l

肺動脈弁閉鎖症Q22.0

肺動脈弁閉鎖不全症Q22.2

肺動脈閉鎖症Q25.5

肺動脈狭窄症Q25.6等

（以下、再掲）

肺動脈弁狭窄症I37.0

肺動脈弁異形成Q22.3

先天性肺動脈弁欠損症(再掲）

Q22.3A

肺動脈形成不全Q25.7

Fallot四徴症Q21.3

右室二腔症Q21.0B

右胸心Q24.0

総動脈幹遺残症Q20.0

僧帽弁閉鎖症Q23.2

僧帽弁狭窄症IO5．0

僧帽弁上狭窄症IO5.0A

僧帽弁閉鎖不全症I34.0

僧帽弁逸脱症候群I34.1

大動脈狭窄症Q23.0

（以下、再掲）

大動脈弁狭窄症Q23.0A

調律異常

房室ブロックI44.3等

（以下、再掲）

第Ⅱ度房室ﾌﾞﾛｯｸI44.1

完全房室ブロックI44.2

高度房室ブロックI44.2A

脚ブロックI45.4等

左脚ブロック(再掲)I44.7

右脚ブロック(再掲)I45.l

早期興奮症候群I45.6

WPW症候群(再掲)I45.6A

完全心ブロック(以下、再掲）

ﾛﾏﾉ･ﾜﾙﾄ゙ 症候群I45.9B

QT延長症候群I45．9D

期外収縮等(以下、再掲）

心房性期外収縮I49.1

心室性期外収縮I49.3

上室性期外収縮I49.4

上室性不整脈I49.8

上室性頻拍I47.l等

（以下、再掲）

発作性上室性頻拍I47.1A

非発作性上室性頻拍I47.lB

心室性頻拍I47.2等

（以下、再掲）

発作性心室性頻拍I47.2A

詳細不明な頻拍I47.9等

（以下、再掲）

発作性頻拍I 4 7 . 9 A

心房細動I48

心室粗・細動I49.0

洞不全症候群I49.5

房室解離I45.8

3

389

０
７

●
●

０
４46 0.6

０
２
０
０
０
０
８
６
４
０
４
１
０
８
３
１
７

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

０
０
１
０
２
１
０
０
０
１

●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

’
８
１
３
１
１
６
７
１
１
０
２
１
５
１
５
９

１

６
４
３
３
９
６
２
５

１
２
６
２
５
８
３
２
１
９

１

７
１
５
０
２
３
３
２
２
５
３
１
７

８
１
８
３
３
３
９
４３

ｌ
Ｏ
Ｏ
１
０
０
４
０
４
４
０
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
１
４

９
１
３

４
３

６
０
４

●
●
●

０
０
０

０
２

●
●

０
０

４
０２

５
０

●
●

２
０

８
７
２
５
１
１

208

4

１
１
０
２
０

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

０
１
７
０
２
３
１
２
０
１
１
４

●
、
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
５
０
０
０
０
０
０
１
０
１

１
５
７
３
６
１
１
６
１
０
０
４

７
１
２
１
１
９
１
１

４
１

先天性心疾患等

心房中隔欠損症Q21.1

心内膜床欠損Q21.2等

（以下、再掲）

不完全型心内膜床欠損Q21.2A

完全型心内膜床欠損Q21.2B

単心房Q20.8

心室中隔欠損症Q21.0

単 心室Q20.4

左室右房交通症Q21.0A

動 脈管開存症 Q25.0

588

152

7．0

l.8

０
５
２
６
４
０
０

●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
８
１
０
３

１

1

45

20

1559

116

1

253 52 0.6
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大動脈弁下狭窄症

大動脈弁上狭窄症

大動脈弁閉鎖不全症

大動脈二尖弁

左心低形成症候群

大動脈弁閉鎖症

大動脈縮窄症

大動脈弓閉鎖

ｱｲｾ゙ ﾝﾒﾝｹ゙ ﾙ症候群

完全大血管転位症

修正大血管転位症

両大血管右室起始症

ﾀｳｼｯｸ･ﾋ゚ ﾝｸ症候群

両大血管左室起始症

果を表5に示す。5カ所の実施主体から報告が

なかったにもかかわらず、登録人数は29,425人

であり、ll年度の29,178人、12年度の30,690人

とほぼ同様であったg)。各疾患ごとの登録人数

も大きな差はみられなかった。

登録人数が多い順に、成長ホルモン分泌不全

性低身長症39.9％、甲状腺機能低下症18.2%、

甲状腺機能冗進症10．l%、思春期早発症7.0%、

ターナー症候群3.6％、先天性副腎過形成3.4％、

慢性甲状腺炎3.3％であり、これらの7疾患で内

分泌疾患の85.5％を占めていた。

Q23.0B3

Q23.OCll

Q23.l+I35.139

Q23.lBl

Q23.425

Q23.4A2

Q25．llll

Q25.335

Q21.82

Q20.3178

Q20.540

Q20.1162

Q20.1Al

Q20.25

０
１
５
０
３
０
３
４
０
１
５
９
０
１

●
●
●
Ｄ
Ｏ
Ｃ
●
●
●
●
●
●
■
●

０
０
０
０
０
０
１
０
０
２
０
１
０
０

表5、内分泌疾患(H13年度症例）

EndocrineDiseases

（合計29,425人）、（新規診断5,324人、

継続23,478人、転入201人、無記入422人）

(男子13,486人、女子15,691人、無記入248人）

（国の小慢事業29,322人、県単独事業103人）

その他

無脾症Q89.0250．3

多脾症候群Q89.OA60.l

小児原発性肺高血圧症I27.0360.4

慢性肺性心I27.9700.8

(体)動静脈ろうQ27.330.0

体静脈異常還流症Q27.8A10.0

心臓腫瘍(粘液腫､横紋筋腫､脂肪腫､線維腫）
D48.7180.2

収縮性心外膜炎I31.120.0

慢性緊縮性心膜炎I31.820.0

慢性心膜炎I31.960．1

慢性心内膜炎I3810.0

慢性心筋炎I51.4200．2

先天性心膜欠損症Q24.8E190．2

他の先天性心奇形 Q 2 4 . 8 1 0 ．0

慢性心不全I50.970.l

心筋炎後の心肥 大I51.790.l

川崎病M30.3164519.7

冠動 脈 瘤 I 25.45907.1

冠動脈拡張症Q24.5F1762．1

冠動脈狭窄症Q24.5G40． 0

狭心症I20 .920.0

心筋梗 塞I21.920.0

北海道(旭川市を含む)987人、青森県315人、

岩手県387人、宮城県407人、秋田県114人、

山形県325人、福島県382人、茨城県371人、

栃木県309人、群馬県332人、埼玉県1371人、

千葉県596人、東京都1796人、神奈ﾅH県、

新潟県542人、富山県325人、石川県41人、

福井県183人、山梨県219人、長野県226人、

岐阜県343人、静岡県741人、愛知県1266人、

三重県477人、滋賀県481人、京都府407人、

大阪府1744人、…、奈良県454人、

和歌山県189人、烏取県158人、島根県82人、

岡山県395人、広島県518人、山口県445人、

徳島県166人、香川県283人、

愛媛県(松山市を含む)440人、高知県147人、

福岡県722人、佐賀県227人、長崎県291人、

熊本県320人、大分県196人、宮崎県260人、

鹿児島県71人、沖縄県602人、

札幌市600人、仙台市810人、千葉市、

横浜市1044人、川崎市255人、名古屋市620人、

京都市、大阪市591人、神戸市499人、

広島市465人、北九州市109人、福岡市298人、

秋田市109人、郡山市86人、宇都宮市71人、

新潟市129人、富山市ll8人、金沢市98人、

岐阜市109人、静岡市173人、浜松市279人、

豊田市84人、堺市270人、姫路市87人、

和歌山市116人、岡山市281人、福山市262人、

水晶 体 脱 臼 Q12.1

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ入力ﾐｽ等）

10．0

230．3

5）内分泌疾患

平成13年度の「内分泌疾患」に関する集計結
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腺腫様甲状腺腫

地方性甲状腺腫

急性甲状腺炎

亜急性甲状腺炎

高知市128人、長崎市148人、熊未市、

大分市124人、宮崎市119人、鹿児島市200人、

いわき市73人、長野市58人、豊橋市139人、

高松市ll7人、横須賀市lO3人、

計82都道府県市の集計結果

２
０
０
０

●
●
●
●

０
０
０
０

EO4.8

EO1．2

EO6．0

EO6．1

４
１
５
７

５

副甲状腺疾患

特発性副甲状腺機能低下症

E20.0

先天性副甲状腺欠損症E20.9

仮性副甲状腺機能低下症

E20.l

副甲状腺腺腫D35.l

原発性副甲状腺機能冗進症

E21.0

続発性副甲状腺機能冗進症

E21.0

特発性副甲状腺機能冗進症

E21.3

疾患名ICDlO人数(人) %

視床下部・下垂体疾患

下垂体機能低下症E23.0A2660.9

ｺﾞﾅﾄﾞﾄﾛﾋﾟﾝ欠乏症E23.OB490.2

副腎皮質刺激ﾎﾙﾓﾝ欠乏症

E23．OC180．1

甲状腺刺激ﾎﾙﾓﾝ欠乏症E23.0D200.l

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.OEll75339.9

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:1885人、継続申請:6509人）

ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ欠乏症E23.0F400.1

詳細不明の下垂体機能低下症

E23.02030.7

ﾌﾚｰﾘｯﾋ症候群E23.640.0

下垂体性尿崩症E23.23211．1

腎 性尿崩症N25.11220.4

下垂体腺腫 D3 5. 23 0．0

下垂体性巨人症E22.0230．1

高ﾌﾟﾛﾗｸﾁﾝ血症E22.160.0

クッシング病E24.0110.0

抗利尿ﾎﾙﾓﾝ分泌異常症候群

E22.2160．1

185

6

６
０

●
●

０
０

４
０

●
●

０
０

113

2

7 0.0

0.01

13 0.0

副腎疾患

ｱｼﾞｿﾝ病E27.140

副腎形成不全Q89.145

21水酸化酵素欠損症E25.0A57

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：26人、

他で発見:18人、不明:13人）

先天性副腎ﾘﾎﾟｲﾄﾞ過形成

E25.0B18

llβ水酸化酵素欠損症E25.0Dl

17α水酸化酵素欠損症E25.0E1

18水酸化酵素欠損症E25.0F1

病型不明の先天性副腎過形成

E25.0907

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：428人、

他で発見：251人、不明：228人）

副腎性器症候群E25.9106

ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ分泌不全E27.4B7

偽性低ｱﾙﾄﾞｽﾃﾛﾝ症E27.4C16

副腎腫瘍(以下、再掲）28

副腎腺腫D35.0A3

男性化副腎腫瘍D35.OB3

褐色細胞腫D35.OD22

異所性副腎皮質腫瘍D44.ll

１
２
２

●
■
●

０
０
０

１
０
０
０

●
●
●
●

０
０
０
０

甲状腺疾患

甲状腺機能低下症EO3.9等5366

（新生児ｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：3584人、

他で発見：293人、不明:1489人）

（以下、再掲）

ク レ チ ン 症 EO3.1A3712

先天性甲状腺ﾎﾙﾓﾝ不応症

EO3.lB7

慢性甲状腺炎EO6.3981

甲 状腺炎EO6.930

甲状腺機能冗進症EO5．02980
甲状腺中毒性ﾐｵﾊﾟﾁｰEO5.957

甲状腺ﾎﾙﾓﾝ結合蛋白異常症

EO7.86

甲状腺腺腫D34123

単純甲状腺腫EO4.0190

18.2 3．1

４
０
１
１
０
０
１
０

●
●
●
■
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０

12.6

0．0

3．3

0．1

10．1

0．2

クッシング症候群または周期性ACTH症候群

（以下、再掲)E24.9等2000.7

クッシング症候群E24.9A300.1

周期性ACTH症候群E24.9B1640．6

０
４
６

●
ｅ
●

０
０
０
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ｲﾝｽﾘﾝ分泌異常

膵島細胞腫

群

候
Ｂ
Ａ

症
３
０
ｐ
Ｊ
９
Ｂ
Ｊ

ｙ
４
７
６
６
６
４
７

そ
２
２
２
２
２
３
２

ル
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

巾激
症

刺
進
症
症
全

質
冗
坤
”
不

》
》
》

異
副
特
二
高
に
急

E16.9

D13.7

４
９

３ 0．1

0．0２
１
２
１
６
２
１１

０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
。
●

０
０
０
０
０
０
０

その他

ﾗﾛﾝ型小人症E34.3A90.0

多発性内分泌腺腫症D44.890．0

プラダー･ｳｨﾘｰ症候群またはヌーナン症候群

（以下、再掲)Q87.l等4531.5

フ･ラダー･ｳｲﾘー 症候群Q87.1A3771.3

ヌーナン症候群Q87.lB640．2

ﾛー ﾚﾝｽ･ﾑー ﾝ･ﾋ゙ ﾄー゙ ﾙ症候群Q87.8A90.0

神経性食欲不振症F50.010.0

早老症E34.8Al0．0

ﾊﾞｰﾀｰ症候群E26.8750．3

腎血管性高血圧115.0560．2

他の腎性高血圧115.110. 0

性ホルモンに関わる疾患

原発性性腺機能低下症(男）

E 2 9 ． l l 7 6

ｱﾝﾄﾞﾛｹﾞﾝ不応症E34.522

睾丸欠損症Q55.09

睾丸形成不全Q55.132

ｸﾗｲﾝﾌｴﾙﾀｰ症候群Q98.434

XXXYQ98.ll

睾丸腫瘍D 40 .1 32

原発性性腺機能低下症(女）

E28．379

卵巣形成不全Q50.312

ターナー症候群Q961046

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:130人、継続申請:44

卵巣腫瘍D39.154

半陰陽Q56.031

男性仮性半陰陽Q56.135

女性仮性半陰陽Q56.214

仮性半陰陽Q 56 .3 5

XXXQ97､01

XY女性Q 9 7 . 3 9

XX男性Q 9 8 . 3 9

XYYmale Q98､52

思春期早発症E22.8+E30.12051

仮性思春期早発症E30.1Al5

性腺機能冗進症(男)E29.01

性腺機能冗進症(女)E28.84

多嚢胞性卵巣症候群E28.23

(特発性)思春期遅発症E30.057

0．6

0.1

0．0

0.1

0.1

0.0

0．1 甲状腺癌C731

（本来は悪性新生物に分類）

軟骨無形成症Q77.41

（本来は先天性代謝異常に分類）

結節性硬化症Q85.11

（本来は神経・筋に分類）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）455

0.0

３
０
６

●
●
●

０
０
３

0.0

0.0

449人） 1．5

２
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
７
０
０
０
０
０

6）膠原病

平成13年度の「膠原病」平成13年度の「膠原病」に関する集計結果を

表6に示す。登録人数は、10年度の6,125人、

1l年度3,626人、12年度3,269人から2)、13年度

は、3,010人と減少傾向がみられた。県単での

登録が減少したためと考えられる。

13年度の各疾患の登録人数は、若年性関節リ

ウマチ64.3％、川崎病32.5％の順であり、12年

度とほぼ同様であった。

表6，膠原病(H13年度症例）

CollagenDiseases

（合計3,010人）、（新規診断1,227人、

継続1,739人、転入17人、無記入27人）

(男子1,287人、女子1,695人、無記入28人）

（国の小慢事業2,935人、県単独事業75人）

膵疾患

全身性ﾘﾎ゚ ｼ・ｽﾄﾛﾌｨー

高ｲﾝｽﾘﾝ血症

特発性低血糖症

ｸ゙ ﾙｶｺ゙ ﾝ分泌異常

高ｶ゙ ｽﾄﾘﾝ血症

E88．1

E16.1

E16．2

E16.3

E16．8

２
７
６
２
４

１
３
８

０
１
３
０
０

●
、
●
●
●

０
０
０
０
０

北海道(旭川市を含む)64人、青森県75人、

岩手県58人、宮城県27人、秋田県27人、

山形県20人、福島県24人、茨城県14人、
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栃木県54人、群馬県38人、埼玉県143人、

千葉県44人、東京都745人､→伸奈ﾅ+卜県：

新潟県39人、富山県12人、看州-県、

福井県18人、山梨県10人、長野県68人、

岐阜県30人、静岡県67人、愛知県82人、

三重県96人、滋賀県32人、京都府33人、

大阪府91人、離県馬奈良県28人、

和歌山県14人、鳥取県17人、島根県lO人、

岡山県30人、広島県29人、山口県28人、

徳島県21人、香川県12人、

愛媛県(松山市を含む)40人、高知県ll人、

福岡県69人、佐賀県20人、長崎県20人、

熊本県8人、大分県14人、宮崎県19人、

鹿児島県28人、沖縄県52人、

札幌市57人、仙台市18人、千葉f伝

横浜市81人、川崎市14人、名古屋市33人、

京都市：大阪市32人、神戸市24人、

広島市27人、北九州市24人、福岡市25人、

秋田市3人、郡山市5人、宇都宮市42人、

新潟市14人、富山市7人、金沢市9人、

岐阜市12人、静岡市26人、浜松市14人、

豊田市5人、堺市28人、姫路市ll人、

和歌山市8人、岡山市12人、福山市ll人、

高知市ll人、長崎市8人､熊未市：

大分市6人、宮崎市5人、鹿児島市18人、

いわき市9人、長野市8人、豊橋市11人、

高松市3人、横須賀市8人、

計81都道府県市の集計結果

疾患名

リウマチ熱

リウマチ性心疾患

ｽﾁー ﾌ゙ ﾝｽ･ｼ゙ ｮｿﾝ症候群

慢性関節リウマチ

若年性関節リウマチ

川崎病

ｼｪー ｸ゙ ﾚﾝ症候群

混合性結合組織病

（特定疾患対象）

播種性好酸球性膠原病

ICD10

IOO

IO9.9

L51．1

MO6.9

MO8．2

M30.3

M35.0

M35.1

M35.8

人数(人）％

331.1

10．0

220．7

70．2

193464．3

97832．5

240．8

50．2

20. 1

血管性紫斑病D69.0Al

（本来は血友病等血液疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）3

0．0

0．1

7）糖尿病

平成13年度の「糖尿病」に関する集計結果を

表7に示す。登録人数は4,981人であり、ll年

度の4,929人、12年度の5,260人とほぼ同様であ

った2)。

しかし、2型糖尿病は、10年度から13年度に

かけて、642人、875人、1019人、1009人と増加

傾向が認められた。生活習慣病に対するより多

くの対策が望まれる。

表7，糖尿病(H13年度症例）

DiabetesMellitus

（合計4,981人）、（新規診断1,009人、

継続3,850人、転入60人、無記入62人）

(男子21162人、女子2,764人、無記入55人）

（国の小慢事業4,938人、県単独事業43人）

北海道(旭川市を含む)191人、青森県93人、

岩手県75人、宮城県79人、秋田県40人、

山形県70人、福島県89人、茨城県30人、

栃木県70人、群馬県115人、埼玉県255人、

千葉県102人、東京都307人､神奈ｻｲ+県ミ

新潟県102人、富山県46人、石舟県、

福井県23人、山梨県33人、長野県86人、

岐阜県67人、静岡県88人、愛知県197人、

三重県85人、滋賀県44人、京都府47人、

大阪府194人､薙県ミ奈良県67人、

和歌山県30人、鳥取県28人、島根県ll人、

岡山県55人、広島県86人、山口県52人、

徳島県60人、香川県44人、

愛媛県(松山市を含む)76人、高知県20人、

福岡県165人、佐賀県41人、長崎県60人、

熊本県63人、大分県53人、宮崎県59人、

鹿児島県18人、沖縄県91人、

札幌市116人、仙台市101人、千葉市：

横浜市285人、川崎市47人、名古屋市0人、

京都市：大阪市73人、神戸市76人、

広島市56人、北九州市37人、福岡市81人、

秋田市18人、郡山市14人、宇都宮市17人、

新潟市31人、富山市15人、金沢市18人、

岐阜市16人、静岡市9人、浜松市26人、

豊田市10人、堺市46人、姫路市20人、

和歌山市23人、岡山市20人、福山市20人、

高知市13人、長崎市31人、有曽未帝：

大分市33人、宮崎市10人、鹿児島市28人、
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いわき市11人、長野市10人、豊橋市21人、

高松市11人、横須賀市31人、

計81都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人）

1型糖尿病E10．93445

2型 糖尿病El l.91009

糖尿病性ｹﾄｱｼｰｼｽE14.14

糖尿病性網膜症El4.3B14

糖尿病E14.9452

Alstrom症候群Q87.8Cl

プラダー･ｳｲﾘｰ症候群Q87.1Al

（本来は内分泌疾患に分類）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）55

％

69.2

20.3

0．1

0．3

9．1

0．0

0．0

1．1

8）先天性代謝異常

平成13年度の「先天性代謝異常」に関する集

計結果を表8に示す。登録人数は6,839人であ

り、ll年度の6,373人、12年度の7,113人とほぼ

同様であった2)。各疾患ごとの登録人数も大き

な差はみられなかった。

登録人数が多い順に､先天性胆道閉鎖症26.9

％、総胆管拡張症ll.0%、軟骨無形成症lO.4%、

家族性高コレステロール血症5.6％、骨形成不

全症4.9％、ウィルソン病3.5％、フエニルケト

ン尿症3.4％、糖原病3.3％であった。

表8，先天性代謝異常(H13年度症例）

InbornErrorsofMetabolism

（合計6,839人）、（新規診断931人、

継続5,703人、転入44人、無記入161人）

(男子3,175人、女子3,600人、無記入64人）

（国の小慢事業6,815人、県単独事業24人）

北海道(旭川市を含む)196人、青森県70人、

岩手県125人、宮城県120人、秋田県76人、

山形県67人、福島県100人、茨城県47人、

栃木県81人、群馬県86人、埼玉県367人、

千葉県167人、東京都509人､弓伸奈ﾅH県、

新潟県128人、富山県44人、石川県4人、

福井県52人、山梨県62人、長野県133人、

岐阜県96人、静岡県128人、愛知県255人、

三重県113人、滋賀県81人、京都府98人、

大阪府436人、…ミ奈良県101人、

和歌山県48人、鳥取県42人、島根県25人、

岡山県58人、広島県137人、山口県72人、

徳島県55人、香川県51人、

愛媛県(松山市を含む)77人、高知県27人、

福岡県208人、佐賀県56人、長崎県68人、

熊本県78人、大分県50人、宮崎県65人、

鹿児島県14人、沖縄県82人、

札幌市ll2人、仙台市160人、千葉帝§

横浜市230人、川崎市56人、名古屋市109人、

京都市：大阪市146人、神戸市97人、

広島市82人、北九州市56人、福岡市lll人、

秋田市40人、郡山市33人、宇都宮市20人、

新潟市44人、富山市8人、金沢市20人、

岐阜市22人、静岡市29人、浜松市6人、

豊田市22人、堺市66人、姫路市23人、

和歌山市43人、岡山市49人、福山市54人、

高知市20人、長崎市28人､熊未帝：

大分市29人、宮崎市20人、鹿児島市40人、

いわき市19人、長野市21人、豊橋市31人、

高松市17人、横須賀市21人、

計82都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人) %

総胆管嚢腫D13.5320.5

有鰊赤血球症D58.8B10． 0

ﾋﾞﾀﾐﾝD依存性くる病E55.0A50．1

ﾌｪﾆﾙｹﾄﾝ尿症E70.02323.4

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:188人、不明:44人）

高ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆﾝ血症E70.0B310.5

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見：22人、不明：9人）

悪性高ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆﾝ血症E70.lA100.1

（ﾏｽｽｸﾘー 二ﾝｸ゙ で発見：7人、不明：3人）

ﾁﾛｼﾝ代謝異常(以下、再掲）210．3

ｱﾙｶﾌﾟﾄﾝ尿症E70.2A40.1

高ﾁﾛｼﾞﾝ血症E70.2B170.2

白皮症E70.3B210.3

ﾋｽﾁｼﾞﾝ血症E70.8A20．0

ﾋﾄﾞﾛｷｼｷﾇﾚｰﾝ尿症E70.8F20.0

ﾎﾙﾑｲﾐﾉﾄﾗﾝｽﾌｴﾗー ｾ゙ 欠損症E70.8G10．0

楓糖尿症E71.0260．4

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:19人、不明:7人）

側鎖ｱﾐﾉ酸代謝異常(以下、再掲)811.2

イ ソ 吉 草 酸 血 症 E 7 1 . 1 A 6 0 .l

フ・ロピオン酸血症E71.1F220.3

ﾒﾁﾙﾏﾛﾝ酸血症E71.1H530.8

副腎白質ｼﾞｽﾄﾛﾌｲｰE71.3A370．5

先天性ﾘﾊﾟｰｾﾞ欠損症E71.3B20.0
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ｶﾙﾆﾁﾝﾊ゚ﾉﾚﾐﾁﾙﾄﾗﾝｽﾌｪﾗーｾ゙欠損症

E71．3C

アミノ酸転送異常E72.0等

（以下、再掲）

家族性ｲﾐﾉｸ゙ ﾘｼﾝ尿症E72.0A

シスチン症E72.0C

眼脳腎症候群E72.0D

シスチン尿症E72.0E

ﾌｱﾝｺﾆ症候群E72.0F

ﾊﾙﾄﾅｯﾌﾟ病E72.0G

ﾘﾆﾔｯｸ症候群E72.0J

ｼｽﾀﾁｵﾆﾝ尿症E72.lB

ﾎﾓｼｽﾁﾝ尿症E72.lC

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:18人、

ﾒﾁｵﾆﾝｱﾃ゙ﾉｼﾙﾄﾗﾝｽﾌｪﾗー ｾ゙欠損症

E72.1D

尿素ｻｲｸﾙ代謝異常E72.2等

（以下、再掲）

高ｱﾙｷﾞﾆﾝ血症E72.2A

ｱﾉﾚｷ゙ ﾆﾉｺﾊｸ酸尿症E72.2B

高ｱﾝﾓﾆｱ血症E72.2C

ｼﾄﾉﾚﾘﾝ血症E72.2D

ｵﾙﾆﾁﾝﾄﾗﾝｽｶﾙﾊ゙ﾐﾗー ｾ゙欠損症

E72．2E

ｶﾙﾊ゙ ﾐﾙﾘﾝ酸合成酵素欠損症

E72.2H

ｸﾞﾙﾀﾙ酸血症E72.3A

3-ﾒﾁﾙｸ゙ ﾙﾀｺﾝ酸尿症E72.3C

先天性ﾘｼﾞﾝ尿症E72.3E

高ｵﾙﾆﾁﾝ血症E72.4

高ｸﾞﾘｼﾝ血症E72.5A

腎性ｱﾐﾉ酸尿症E72.9

乳糖分解酵素欠損症E73.0

乳糖不耐症E73.9

糖原病(以下、再掲)E74.0L等

糖原病I型E74.0A

糖原病Ⅱ型E74.0B

糖原病Ⅲ型E74.0C

糖原病Ⅳ型E74.0D

糖原病Ⅵ型E74.0F

糖原病Ⅶ型E74.0G

糖 原 病 Ⅸ 型E74.OH

糖原病Ⅷ、X型E74.01

肝型糖原病E74.0J

筋糖原病E74.0K

ﾌﾉﾚｸﾄーｽ-1,6-ｼ゙ﾎｽﾌｧﾀーｾ゙欠損症

E74.1D80.1

ｶﾞﾗｸﾄｰｽ代謝異常E74.2等1602.3

（以下、再掲）

力霞ﾗｸﾄｰｽ血症E74.2A1442.1

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:122人、不明:22人）

力、ﾗｸﾄｷﾅｰｾﾞ欠損症E74.2B30．0

uridinediphosphategalactose-4-

epimerase欠損症E74.2Cl0.0

ｸ゙ ﾙｺー ｽ･ｶ゙ ﾗｸﾄー ｽ吸収不全症

E74.3140．2

ﾋﾟﾙﾋﾞﾝ酸代謝異常(以下、再掲）280．4

上．ﾙﾋ゙ﾝ酸ｶﾉﾚﾎ゙ｷｼﾗー ｾ゙欠損症

E74.4A250.4

上・ﾙﾋ゙ ﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠損症E74.4B30.0

ｱﾐﾗｰｾﾞ欠損症E74.8A30.0

腎性糖尿E74.8B120．2

シユウ酸尿症E74.8C40. 0

ｸ゙ ﾘｾﾙｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ゙ -3-ﾘﾝ酸脱水素酵素欠乏症

7

141
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2．1
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E74.8D2

ｶﾞﾝｸﾞﾘｵｼﾄﾞｰｼｽE75.1C等20

（以下、再掲）

Tay-Sachs病E75.OB12

GM2－ｶ゙ ﾝｸ゙ ﾘｵｼﾄ゙ ｼーｽE75.0Cl

GMl－ｶ゙ ﾝｸ゙ ﾘｵｼﾄ゙ ｼーｽE75.1A6

ｽﾌｲﾝｺﾞﾘﾋﾟﾄ舎-ｼスE75.2等92

（以下、再掲）

Alexander病E75.2A5

Gaucher病E75.2D32

Fabry病E75.2E10

異染性ﾛｲｺｼ゙ ｽﾄﾛﾌｨー E75.2F13

Krabbe病E75.2G5

Farber病E75.2Hl

多種ｽﾙﾌｱﾀｰｾﾞ欠損症E75.213

Niemann-Pick病E75.2J･7

Pelizaeus-Merzbacher病

E75.2K10

ﾛｲｺｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰE75.2L5

neuronalceroidlipofuscinosis

E75.48

他のﾘﾌﾄ蓄積症E75.5等4

ｺﾚｽﾃﾛー ﾉﾚｴｽﾃﾉﾚ蓄積症E75.5A2

シアル酸尿症E75.5Cl

ムコ多糖症E76.3A等142

（以下、再掲）

Hurler症候群E76.0A13

Hurler-Scheie症候群E76.0Bl
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上．ﾀﾐﾝD抵抗性くる病E83.3DllOl.6

cysticfibrosis E 8 4 . 9 1 9 0 ． 3

先天性高尿酸血症E87.290．1

遺伝性若年性痛風M10.930.0

al-ﾄﾘﾌ゚ ｼﾝ抑制物質欠損症E88.0AlO.0

無ｱﾙﾌﾞﾐﾝ血症E88.0BlO.0

無ﾊﾌﾞﾄｸﾞﾛﾋﾞﾝ症E88.OD20.0

ｱﾎ蛋白C-Ⅱ欠損症E88.8D20.0

ｴﾝﾃﾛｷﾅｰｾﾞ欠損症E88.8F10.0

ﾄﾚﾊﾗｰｾﾞ欠損症E88.8KlO.0

20-22desmolase欠損E88.8010．0

複合ｶﾙﾎ゙ ｷｼﾗー ｾ゙ 欠損症E88.8P120.2

分類不明の代謝異常E88.980.1

分類不明の代謝異常E9010.0

ﾚﾌｽﾑ病G60.120.0

腎尿細管性ｱｼﾄﾞｰｼｽN25.8851.2

先天性胆道閉鎖症Q44.2183926.9

総胆管拡張症Q44.474911．0

軟骨無形成症Q77.471210.4

（成長ホルモン治療用意見書

初回申請:41人、継続申請:217人）

骨形成不全症Q78.03384．9

大理石病Q78.290.1

ｴｰﾗｰｽ･ﾀﾞﾝﾛｽ症候群Q79.6400．6

色素性乾皮症Q82.1721.1

脳･肝･腎症候群Q87．8D10.0

ｶﾙﾀｹﾞﾈﾙ症候群Q89.370.1

線毛機能不全症候群Q89.8100．1

Scheie症候群E76.0C20.0

Hunter症候群E76.1A580.8

ムコ多糖症Ⅲ型E76.2A20．0

ムコ多糖症Ⅳ型E76.2860.l

β-ｶ゙ﾗｸﾄｼﾀ゙ ｾー゙ ﾉーｲﾗﾐﾀ゙ ｾー゙欠損症
E76.3C50.l

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ零-ｼスE77.9等210.3

（以下、再掲）

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ識一ｼｽⅡ型E77.0AlOO.l

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ・一ｼｽⅢ型E77.0B60.l

ﾑｺﾘﾋﾟﾄ・一シスI型E77.lAlO.0

高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症(以下、再掲)4126.0

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:14人、不明:398人）

家族性高ｺﾚｽﾃﾛー ﾙ血症E78.0A3845.6

高ﾘﾎﾟ蛋白血症Ⅱ型E78.0B220.3

高ﾘﾎﾟ蛋白血症Ⅳ型E78.1300．4

家族性高ｶｲﾛﾐｸﾛﾝ血症E78.3A30.0

高ﾘﾎﾟ蛋白血症I型E78.3B30.0

先天性高脂質血症E78.5320.5

ｱﾙﾌｱﾘﾎﾟ蛋白欠乏症E78.6A30.0

家族性低β－ﾘﾎ゚ 蛋白血症
E78.6B90.l

家族性ﾘﾎﾟ蛋白欠損症E78.6C20.0

家族性高ﾘﾎﾟ蛋白血症E78.8240.4

hypoxanthinguaninephosphoribosyl

transferase欠損症E79.1A10．0

Lesch-Nyhan症候群E79.1B130.2

他のﾌ゚ ﾘﾝ、上°ﾘﾐｼ゙ ﾝ代謝異常

（以下、再掲)E79.8等llO．2

adeninephosphoribosyltransferase欠損症
E79.8A90. 1

ｵﾛｯﾄ酸尿症E79.8BlO.0

ﾎﾟﾙﾌｨﾘﾝ症(以下、再掲)90.l

骨髄性ﾌ゚ ﾛﾄﾎ゚ ﾙﾌｲﾘﾝ症E80.2B60.l

先天性ﾎﾟﾉﾚﾌｲﾘﾝ症E80.2F30.0

ﾋﾞﾘﾉﾚﾋﾞﾝ代謝異常(以下、再掲）250．4

シ、ﾙﾍﾞｰﾙ症候群E80.490.l

Crigler-Najjar症候群E80.530.0

テ．ﾕﾋ゙ ﾝ･ｼ゙ ｮﾝｿﾝ症候群E80.6A90.l

ﾛｰﾀｰ症候群E 80 .6 B4 0.0

銅代謝異常(以下、再掲）2623．8

ウイﾙｿﾝ病E83.0A2413.5

（ﾏｽｽｸﾘー ﾆﾝｸ゙ で発見:1人、不明:240人）

kinkyhair病E83.0B140.2

リン代謝異常(以下、再掲）2053．0

家族性低燐酸血症E83.3A931．4

高ｲﾝｽﾘﾝ血症E16.11

（本来は内分泌疾患に分類）

家族性赤血球増加症D75.01

（本来は血友病等血液疾患に分類）

ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ脳筋症G71.32

（本来は神経・筋疾患に分類）

無歯症KOO3

新生児黄疸P59.91

（本来は小慢対象外）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等)110

0．0

0.0

0.0

０
０

●
●

０
０

1．6

9）血友病等血液疾患

平成13年度の「血友病等血液疾患」平成13年度の「血友病等血液疾患」に関する

集計結果を表9に示す。登録人数は、ll年度の

9,035人、l2年度9,313人に比較して2)、13年度

は8,461人であり、血管性紫斑病の減少傾向に

伴い、若干減少傾向がみられた。
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登録人数が多い順に､血管性紫斑病28.6％、

血友病A14.3%、遺伝性球状赤血球症8.8%、

HistiocytosisX(Letterer-Siwe病等を含む）

5.2％、無頼粒球症4.5％、溶血性尿毒症症候群

4.2％であった。

AIDSB244

伝染性単核症B27.9261

ﾚｯﾄﾚﾙ･ｼﾞｰﾌﾟ病C96.0146

Kasabach-Merritt症候群

D18．0109

真性多血症D456

骨髄増殖性疾患D47.19

良性単ｸﾛー ﾝ性免疫ｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ異常症

D47.2Bl

血小板血病D47.321

ﾄﾗﾝｽﾌｪﾘﾝ欠乏症D50.81

悪性貧血D51.04

葉酸欠乏性貧血D52.92

巨赤芽球性貧血D53.112

ｸ゙ ﾙｺー ｽー 6-ﾘﾝ酸脱水素酵素欠乏性貧血

0．0

3．1

l.7

1．3

0．1

0．1表9認血友病等血液疾患(H13年度症例）

B1oodDiseaseslncludingHaemophiliae

（合計8,461人）、（新規診断1,744人、

継続6,418人、転入48人、無記入251人）

（男子5,060人、女子3,308人、無記入93人）

（国の小慢事業8,457人、県単独事業4人）

０
２
０
０
０
１

■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０北海道(旭川市を含む)295人、青森県156人、

岩手県119人、宮城県85人、秋田県85人、

山形県llO人、福島県179人、茨城27人、

栃木県79人、群馬県96人、埼玉県419人、

千葉県132人、東京都443人、神奈舟県、

新潟県131人、富山県67人、石ﾅ++県、

福井県44人、山梨県66人、長野県136人、

岐阜県54人、静岡県159人、愛知県294人、

三重県107人、滋賀県162人、京都府114人、

大阪府520人、薙県、奈良県186人、

和歌山県42人、鳥取県35人、島根県29人、

岡山県86人、広島県154人、山口県98人、

徳島県53人、香川県54人、

愛媛県(松山市を含む)167人、高知県44人、

福岡県355人、佐賀県122人、長崎県23人、

熊本県79人、大分県61人、宮崎県72人、

鹿児島県43人、沖縄県113人、

札幌市192人、仙台市170人、千葉市、

横浜市324人、川崎市84人、名古屋市156人、

京都市、大阪市162人、神戸市123人、

広島市150人、北九州市77人、福岡市209人、

秋田市35人、郡山市45人、宇都宮市ll人、

新潟市22人、富山市15人、金沢市14人、

岐阜市21人、静岡市56人、浜松市32人、

豊田市20人、堺市98人、姫路市38人、

和歌山市24人、岡山市69人、福山市49人、

高知市39人、長崎市30人、熊未市、

大分市41人、宮崎市21人、鹿児島市109人、
いわき市8人、長野市18人、豊橋市28人、

高松市34人、横須賀市42人、

計81都道府県市の集計結果

D55.0

ﾎｽﾎｸ゙ ﾘｾﾘﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠乏性貧血

D55.2F

ﾋ゚ ﾙﾋ゙ ﾝ酸ｷﾅ､-．ｾ゙ 欠乏性貧血

D55.2G

サラセミアD56.9等

（以下、再掲）

βサラセミアD56.l

遺伝性高ﾍﾓｸ゙ ﾛﾋ゙ ﾝF症D56.4

鎌状赤血球貧血D57.8

遺伝性球状赤血球症D58.0

遺伝性楕円赤血球症D58.1

異常へﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ症D58.2

遺伝性有口赤血球症D58.8A

遺伝性非球状性溶血性貧血

D58.9

自己免疫性溶血性貧血D59.l

溶血性尿毒症症候群D59.3

発作性夜間ﾍﾓｸ゙ ﾛﾋ゙ ﾝ尿症

D59.5

発作性寒冷ﾍﾓｸ゙ ﾛﾋ゙ ﾝ尿症

D59.6

脾機能冗進性溶血性貧血

D59.8

赤芽球癖D60.9

先天性低形成性貧血D61.0

原発性鉄芽球性貧血D64.0

鉄 芽 球 性 貧 血 D 6 4 . 3

先天性赤血球産生異常性貧血

D64.4

血管内凝固症候群D65

29 0.3
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細網異形成症D81.01

重症複合免疫不全症D81.917

ｳｲｽｺｯﾄ･ｱﾙﾄ゙ ﾘｯﾁ症候群D82.018

DiGeorge症候群D82.119

高IgE症候群D82.421

短肢性こびと症を伴う免疫不全症

D82.81

細胞性免疫不全(症)D83.16

分類不能型免疫不全症

D83．9+D84.922
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１
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由
●
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０
０
０
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原発性補体異常症D84.1

原発性免疫不全症D84.8A

続発性免疫不全症D84.8B

高ｸ゙ ﾛｸ゙ ﾘﾝ血症性紫斑病

D89.0A

本態性高ｶ゙ ﾝﾏｸ゙ ﾛﾌ゙ ﾘﾝ血症

D89．OB

ﾍﾓｼﾞﾃ翻ローシスE83.l

C蛋白欠乏症E88.81

ﾎｽﾎｸ゙ ﾘｾﾘﾝ酸ｷﾅー ｾ゙ 欠損症

E88.8Q

ataxiatelangiectasia

Gll．3

遺伝性出血性末梢血管拡張症

I78.0

Banti症候群K76.6

血栓性血小板減少性紫斑病

M31.l

Bloom症候群Q82.8

脾形成不全性血小板増加症

Q89.0

胸腺形成不全Q89.2A

1 0.0
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２
１
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３
１

●
●
●

０
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●
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０
０
０
０
０
０
０
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０
３

０
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●
●

０
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１
１

卵巣の良性腫瘍D27.9

（本来は内分泌疾患に分類）

骨髄性ﾌ゚ ﾛﾄﾎ゚ ﾙﾌｲﾘﾝ症E80.2B

先天性胆道閉鎖症Q44.2

1 0．0

１
１

０
０

。
●

０
０

（本来は先天性代謝異常に分類）

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等)100 1．2

10)神経・筋疾患

平成13年度の「神経・筋疾患」
２
１
４
１
０
６

●
●
●
●
●
●

０
１
０
０
０
０

平成13年度の「神経・筋疾患」に関する集計

結果を表10に示す。登録人数は、10年度､ll

年度の1,062人、12年度1,047人に比較して2)、

13年度は943人であり、若干減少傾向がみられ

た。
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表10、神経・筋疾患(H13年度症例）
NeuromuscularDiseases

（合計943人）、（新規診断365人、

継続567人、転入4人、無記入7人）

（男子508人、女子426人、無記入9人）

(国の小慢事業842人、県単独事業101人）

青森県13人、北海道(旭川市を含む)20人、青森県13ノ

岩手県12人、宮城県6人、秋田県5人、

山形県12人、福島県5人、茨城県21人、

栃木県4人、群馬県25人、埼玉県46人、

千葉県7人、東京都50人、神奈舟県、

新潟県78人、富山県6人、石ﾅﾄﾄ県、

福井県2人、山梨県4人、長野県6人、

岐阜県0人、静岡県11人、愛知県25人、

三重県12人、滋賀県65人、京都府22人、

大阪府49人、薙県、奈良県13人、

和歌山県0人、鳥取県3人、島根県1人、

岡山県8人、広島県62人、山口県11人、

徳島県7人、香川県4人、

愛媛県(松山市を含む)8人、高知県1人、

福岡県7人、佐賀県4人、長崎県1人、

熊本県1人、大分県2人、宮崎県11人、

鹿児島県2人、沖縄県17人、

札幌市21人、仙台市7人、千葉市、

横浜市6人、川崎市5人、名古屋市12人、

京都市、大阪市10人、神戸市2人、

広島市15人、北九州市1人、福岡市2人、

秋田市4人、郡山市5人、宇都宮市20人、

新潟市34人、富山市1人、金沢市6人、

岐阜市0人、静岡市4人、浜松市0人、

豊田市1人、堺市54人、姫路市1人、

和歌山市0人、岡山市3人、福山市36人、

高知市2人、長崎市1人、熊未市、

大分市4人、宮崎市5人、鹿児島市7人、

いわき市0人、長野市1人、豊橋市2人、

高松市2人、横須賀市0人、

計81都道府県市の集計結果

ICD10人数(人） ％疾患名

亜急性硬化性全脳炎

（特定疾患対象）

ﾚｯﾄ症候群

点頭てんかん

A81．1181．9

F84．2

G40.4

80．8

63967．8

無痛無汗症G60.891．0

先天性筋疾患G71.9等11912．6

（以下、再掲）

筋細管性ﾐｵﾊﾟﾁｰG71.2Al0.1

先天性筋線維型不均等症G71.2B30．3

ﾈﾏﾘﾝﾐｵﾊﾟﾁｰG71.2C70.7

ｾﾝﾄﾗﾙｺｱ病G71.2E20．2

福山型先天性筋ｼ゙ ｽﾄﾛﾌｲー

G71.2F161.7

先天性遺伝性筋ｼ゙ ｽﾄﾛﾌｨ－

G71.2G798．4

ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ脳筋症G71.3677.’

結節性硬化症Q85.1818.6

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）20．2

11）成長ホルモン治療用意見書

平成13年度の「成長ホルモン治療」に関する

集計結果を表11－1，表11－2に示す。

成長ホルモン治療用意見書は、他の10疾患群

の意見書とその仕様が異なり、記入項目が多く、

コンピュータ上自動計算する箇所が多い等、複

雑に作成されている。そのためか、電子データ

による報告を「初回」15カ所、「継続」25カ所

の実施主体が提出していなかった。

これらの結果は、12年度の各々9カ所、20カ

所と比べて多くなっていたが、提出していない

実施主体は必ずしも同一ではなかった。実施主

体の担当者の力量や判断によって、電子データ

提出の有無が決まる可能性が考えられる。

表11－1、成長ホルモン治療用意見書

(H13年度初回申請症例）

（合計2,100人）、

（男子1,234人、女子841人、無記入25人）

北海道(旭川市を含む)56人、青森県19人、

岩鶚、宮城県38人、秋田県5人、

山形県24人、福島県26人、茨城県31人、

栃木県24人、群馬県14人、埼玉県77人、

千葉県58人、東京都137人、神奈叶県、

新潟県40人、富寸廿県、石舟県、

福井県18人、山梨県24人、長野県31人、

岐阜県25人、静岡県96人、愛知県148人、

三重県57人、滋賀県43人、京都府41人、

夫阪府、兵庫県、奈良県28人、

和歌山県8人、鳥取県3人、島根県、
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岡山県62人、法島県、山口県68人、

徳島県32人、香川県25人、

愛媛県(松山市を含む)29人、高知県9人、

福岡県l5人、佐賀県15人、長崎県l9人、

熊本県12人、大分県14人、宮崎県23人、

鹿児島県8人、沖縄県59人、

札幌市47人、仙台市44人、千葉市、

横浜市55人、川崎市15人、名古屋市59人、

京都市、大阪市54人、神戸市32人、

広島市48人、北九州市10人、福岡市1人、

秋田市13人、郡山市4人、宇都宮市8人、

新潟市7人、音出市、金沢市1人、

岐阜市12人、静岡市10人、浜松市35人、

豊田市、堺市33人、姫路市、

和歌山市9人、岡山市54人、福山市16人、

高知市5人、長崎市10人、熊未市、

大分市10人、宮崎市、鹿児島市9人、

いわき市7人、長野市2人、豊橋市15人、

高松市12人、横須賀市2人、

計72都道府県市の集計結果

疾 患名ICD10人数(人)%

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.0E188589.8

ターナー症候群Q961306.2

下垂体機能低下症E23.0A60.3

ﾌﾟﾗﾀﾞｰｳｲﾘ-症候群Q87.1A20.1

軟骨無形成症Q77.4412. 0

慢性 腎 不 全 N18.9100．5

そ の他の慢性腎疾患140．7

その他110.5

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等)10．0

表11－2、成長ホルモン治療用意見書

(H13年度継続申請症例）

（合計7,250人）、

（男子4,514人、女子2,644人、無記入92人）

北海道-eWH千行を-含むﾅ、青森県112人、

岩報、宮城県171人、秋田県66人、

山形県129人、福島県101人、茨城県261人、

栃木県133人、群馬県、埼玉県309人、

千葉県255人、東京都497人、神奈ﾅ++県、

新潟県163人、畜出県、石ﾅ+i県、

福井県79人、出鰕、長野県129人、

岐阜県176人、静-岡県、愛知県、

三重県240人、滋賀県162人、京都府122人、

夫阪府、薙県、奈良県174人、

和歌山県57人、鳥朧、謝鵠、

岡山県166人、法島県、山口県229人、

徳島県51人、香川県104人、

愛媛県(松山市を含む)55人、高知県59人、

福岡県302人、佐賀県26人、長崎県lll人、

熊本県93人、大分県69人、害崎県、

鹿児島県1人、沖縄県283人、

札幌市、仙台市161人、千葉帝寺

横浜市349人、川崎市76人、名古屋市、

京都市、夫阪市、神戸市173人、

広島市120人、北九州市ll2人、福岡市89人、

秋田市49人、郡山市42人、宇都宮市31人、

新潟市32人、晉仕f市、金沢市38人、

岐阜市59人、静岡市87人、浜松市137人、

豊田市、堺市104人、姫路市、

和歌山市40人、岡山市153人、福山市144人、

高知市43人、長崎市46人、熊本市、

大分市25人、害崎市、鹿児島市42人、

いわき市27人、長野市24人、豊橋市72人、

高松市63人、横須賀市27人、

計61都道府県市の集計結果

疾患名ICD10人数(人)%

成長ホルモン分泌不全性低身長症

E23.OE650989.8

ターナー症候群Q964496. 2

下垂体機能低下症E23.0A140.2

ﾌﾟﾗﾀﾞｰｳｲﾘ-症候群Q87.1A40.l

軟 骨 無 形 成 症 Q 7 7 . 4 2 1 7 3 .0

慢性腎不全N18.9190.3

その他の慢性腎疾患30．0

その他330．5

不明(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入力ﾐｽ等）20．0
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